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新
春
一
番
の
に
ぎ
や
か
な
行
事
。

女
性
部
の
新
年
恒
例
会
が
１
月
22
日
、

65
人
が
参
加
し
て
農
協
大
会
議
室
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
来
賓
で
参
加
し
た
b
橋
組
合
長
、

乾
参
事
、
あ
る
る
の
宮
田
店
長
の
３

男
性
陣
は
終
始
女
性
の
『
元
気
』
に

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。�

　
堅
苦
し
い
挨
拶
抜
き
で
と
開
会
の

発
言
に
立
っ
た
長
正
路
部
長
は
「
今

日
は
み
な
さ
ん
元
気
を
持
っ
て
帰
れ

る
よ
う
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
し
、

マ
イ
か
ご
、
マ
イ
バ
ッ
ク
に
続
く
エ

コ
ロ
ジ
ー
な
取
り
組
み
で
「
マ
イ
箸

と
箸
箱
」
を
部
員
と
来
賓
の
分
以
上

用
意
し
た
の
で
、
今
日
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
環
境
へ
の
配
慮

を
心
が
け
活
用
下
さ
い
と
述
べ
ま
し
た
。�

　
昼
に
は
恒
例
の
ひ
と
つ
ぼ
シ
ョ
ッ

プ
で
賑
わ
い
、
昼
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
買
い
物
ゲ
ー
ム
。
お

楽
し
み
ビ
ン
ゴ
。
組
合
長
と
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ポ
ン
ゲ
ー
ム
。
な
ど
楽
し
い
催

し
が
オ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

名
越
副
部
長
が
「
母
は
家
の
中
の
太
陽
。

女
性
が
明
る
く
居
る
こ
と
が
家
の
中

が
明
る
く
な
る
こ
と
。
明
る
く
元
気

で
今
年
一
年
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
元
気

を
持
っ
て
名
残
惜
し
い
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。�

�

酒井さん妖精のコスプレ？いえいえ農家のお母さんが作る作業時の�
寒さ対策着です。それにしても似合う～�

お買い物ゲーム司会を務めます受験を控えた藤田登美子�
中学３年生です。（右）セーラー服にエプロン姿で…。と�
ビンゴ当選された日下さんと萩原さん�

会食の始まり～ワイワイ�
お買い物ゲーム司会を務めます受験を控えた藤田登美子�
中学３年生です。（右）セーラー服にエプロン姿で…。と�
ビンゴ当選された日下さんと萩原さん�

会食の始まり～ワイワイ�

▼手にとってどれにしようかな～�

組合長とジャ
ンケンゲーム

。�

組合長の太っ
腹めざしてジ

ャンケンに力
が入ります！

�

女性部�
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全国女性組織協議会�
全国大会�フレッシュミズの主張発表�

「
私
は
思
う
…
。」で�

　
　
　
　
優
良
賞
受
賞�

　
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
か
え
よ
う
、

行
動
力
で
」
の
も
と
、
１
月
24
日
〜

25
日
ま
で
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織
協
議

会
主
催
の
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
が
開

か
れ
、
全
国
各
地
か
ら
４
５
０
人
ほ

ど
が
集
ま
り
、
北
海
道
か
ら
私
を
含

め
て
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
大
会
で
は
、
活
動
体
験
発
表
６
人
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
最
優
秀
発
表
１
人
、
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者
10
人
の
表
彰
式
発

表
の
後
に
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
教

授
佐
藤
幸
也
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織
協
議
会

会
長
福
代
俊
子
氏
、
Ｊ
Ａ
山
形
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
長
遠
藤
紀
江
氏
、
Ｊ

Ａ
石
川
女
性
協
議
会
会
長
山
田
龍
子
氏
、

全
国
農
協
青
年
部
会
長
坂
元
芳
郎
氏
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
雑
誌
「
婦
人
公

論
」
編
集
長
代
理
西
角
ま
す
み
氏
を

招
き
、
①
女
性
部
の
活
性
化
②
子
育

て
支
援
③
食
と
農
を
中
心
と
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
中
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
遠
藤

会
長
は
、
お
嫁
に
来
て
の
仕
事
の
と

ま
ど
い
、
出
産
し
て
か
ら
の
仕
事
復

帰
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
体
を
休
め
る
こ

と
の
難
し
さ
、
ま
た
、
昨
年
11
月
に

先
だ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
の
全
国
大
会
で
決
議
さ
れ
た

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
宣
言
」
と
し
て
家
族

へ
の
「
思
い
や
り
」
の
気
持
ち
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
心
、
家

族
の
輪
（
和
）
を
大
切
に
し
て
活
動

し
て
行
く
な
ど
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
、
世
代
の
変
わ
り
目
で
も
あ
り
、

「
家
族
協
定
」
と
と
も
に
私
達
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
事
で

は
な
い
か
と
思
い
聞
い
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
の
講
演
で
は
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
「
バ
カ
の
壁
」
の
著
者
、
養
老

孟
氏
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
環
境

の
乱
れ
は
、
『
秩
序
』
の
崩
壊
に
あ

る
」
と
…
強
く
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。

エ
コ
農
業
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
少
し
ず
つ
で
も
で
き

る
事
か
ら
行
動
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。�

　
今
大
会
の
全
国
大
会
へ
参
加
で
き

た
こ
と
で
、
他
の
府
県
の
人
と
交
流

の
「
輪
」
が
出
来
て
大
変
有
意
義
で

し
た
。�

　
ま
た
、
本
州
の
農
家
に
お
け
る
北

海
道
と
の
土
地
の
値
段
、
経
営
面
積

の
違
い
、
北
海
道
の
有
利
性
？
を
気

付
か
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。�

　
ど
の
県
も
色
々
な
特
徴
を
出
し
て

農
業
、
酪
農
の
食
育
を
企
画
し
て
行

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。�

　
私
も
参
加
さ
れ
た
九
州
の
方
と
早

速
食
育
交
流
を
し
ま
し
た
。
地
元
の

品
を
贈
り
あ
お
う
と
話
し
合
っ
た
も

の
で
す
が
、
お
い
し
い
食
べ
物
が
届

く
の
で
、
身
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

に
メ
タ
ボ
対
策
し
な
く
ち
ゃ
…
。�

�

　
以
上
、
中
本
泉
穂
さ
ん
に
よ
る
大

会
参
加
の
感
想
で
す
。�

�

　
中
本
さ
ん
は
、
２
０
０
７
年
度
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
主
張
発
表
大
会
で

北
海
道
代
表
に
な
り
、
全
国
段
階
で

は
優
良
賞
の
表
彰
を
受
け
に
今
回
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
人
の
了
解
が
取
れ

た
ら
誌
面
で
紹
介
で
き
れ
ば
い
い
な

と
編
集
部
で
は
考
え
て
い
ま
す
。�

中本　泉穂さん�

お買い物ゲーム司会を務めます受験を控えた藤田登美子�
中学３年生です。（右）セーラー服にエプロン姿で…。と�
ビンゴ当選された日下さんと萩原さん�

会食の始まり～ワイワイ�3



収　　　　　　　　　　　　　      入�

生 乳 �

補 給 金 �

小 計 �

乳 用 牛 �

肉 用 牛 �

その他畜産物�

個体販売計�

家畜共済金�

畜 産 物 計 �

馬 鈴 薯 �

て ん 菜 �

その他農産物�

大 根 �

ブロッコリー�

農産収入計�

農業雑収入�

農業収入計�

農 外 収 入 �

資 金 借 入 �

資 金 受 入 �

合 計 �

7,878,167�

537,536�

8,415,703�

848,010�

428,168�

9,680�

1,285,858�

227,985�

9,929,546�

360,553�

118,848�

25,816�

84,619�

27,575�

617,411�

763,283�

11,310,240�

40,067�

37,097�

463,474�

11,850,878

7,808,716�

548,579�

8,357,295�

864,823�

448,382�

4,863�

1,318,068�

419,835�

10,095,198�

237,760�

78,123�

17,915�

95,078�

30,937�

459,813�

1,051,741�

11,606,752�

85,497�

225,171�

1,192,908�

13,110,328

8,301,682�

522,643�

8,824,325�

874,694�

441,600�

9,250�

1,325,544�

255,890�

10,405,759�

306,848�

83,608�

36,821�

104,619�

31,566�

563,462�

836,392�

11,805,613�

35,357�

31,474�

622,305�

12,494,749

492,966�

－25,936�

467,030�

9,871�

－6,782�

4,387�

7,476�

－163,945�

310,561�

69,088�

5,485�

18,906�

9,541�

629�

103,649�

－215,349�

198,861�

－50,140�

－193,697�

－570,603�

－615,579

19年計画� 19年実績� 20年計画�

19年計画� 19年実績� 20年計画�

実績との差�
乳　量（ｔ）�

大 　 　 根 �

収量（C /S）�

ブ ロッコリ�

収量（C /S）�

て ん 菜�

収　量（ｔ）�

馬鈴薯 種子�

　　　 食用�

　　　 澱原�

収　量（袋）�

　　　 加工�

乳用牛（頭）

肉用牛（頭）�

乳牛総頭数�

1 2ヶ月以下�

13 ～24ヶ月�

2 5ヶ月以上�

総所有地  ha�

改良草地  ha�

永年草地  ha�

畑　　地  ha�

山林原野他ha

117,491.90�

88.40 ha�

394,550C/S�

24.00 ha�

30,117C/S�

159.95 ha�

8,951.18�

118.40 ha�

70.67 ha�

371.60 ha�

135,598�

13.44 ha�

3,506�

7,549�

26,752�

5,173�

5,743�

15,836�

14,894.50�

8,668.50�

3,720.40�

913.00�

1,592.60

124,390.30�

91.90 ha�

415,182C/S�

26.40 ha�

38,430C/S�

158.00 ha�

7,702.50�

108.20 ha�

68.30 ha�

351.50 ha�

111,795�

18.10 ha�

3,824�

9,208�

26,626�

4,641�

5,432�

16,553�

15,280.70�

8,409.40�

3,784.50�

1,061.50�

2,025.30

平成19年実績�
２38戸�

平成20年計画�
２38戸�

農 業 収 入 �

農業経営費�

農 業 所 得 �

所 得 率 �

11,310,240�

7,824,716�

3,485,524�

30.8%

11,606,752�

8,696,661�

2,910,091�

25.1%

11,805,613�

8,518,684�

3,286,929�

27.8%

一戸平均実績�

46,059�

34,511�

11,548

一戸平均計画�

48,186 �

34,770 �

13,416 

　組合員皆様方の平成20年度営農計画書が２月１日の理事会において認定されました。�
　乳量について見ますと前年実績比105.9％の計画となっています。４月からは乳価も上がることが決定致
しましたが、飼料価格、肥料価格、燃料、生産資材の高騰により畑作農家も含めてコスト高となることは否
めません。�
　このような状況下ではありますが、基本的な取り組み（土づくり、酪農では繁殖管理や良質粗飼料の生産、
確保等）をしっかり行うことが経営効率を高めることにつながってきます。�
　スタートした平成20年、営農計画に基づく取引を行い、計画達成に努めるとともに、安全でおいしい、牛乳・
農畜産物を生産しているという誇りを持って営農に取り組んでいただきたいと思います。�

単位：千円�
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支　　　　　　　　　　　　　      出�

労 賃 �

肥 料 �

生 産 資 材 �

水 道 光 熱 �

飼 料 �

養 畜 費 �

素 畜 費 �

農 業 共 済 �

賃 料 料 金 �

修 理 費 �

諸 税 諸 負 担 �

支 払 利 息 �

その他経営費�

農 業 支 出 計 �

家 計 費 �

経 費 + 家 計 費 �

資 金 返 済 �

貯 金 共 済 �

農 業 機 械 �

そ の 他 �

合 計 �

171,771�

499,679�

411,279�

522,086�

2,899,416�

566,114�

103,508�

438,432�

928,466�

328,224�

595,274�

204,763�

155,704�

7,824,716�

2,064,683�

9,889,399�

891,797�

989,170�

42,737�

122,149�

11,935,252

183,086�

488,766�

495,532�

525,037�

3,348,366�

649,007�

78,827�

433,216�

1,042,046�

442,980�

642,137�

193,897�

173,764�

8,696,661�

2,139,931�

10,836,592�

1,087,315�

1,042,930�

136,112�

209,885�

13,312,834

184,371�

551,199�

462,829�

540,507�

3,391,263�

602,433�

53,385�

465,520�

945,867�

321,441�

625,676�

213,130�

161,063�

8,518,684�

2,029,842�

10,548,526�

979,948�

1,006,401�

43,307�

120,595�

12,698,777

1,285�

62,433�

－32,703�

15,470�

42,897�

－46,574�

－25,442�

32,304�

－96,179�

－121,539�

－16,461�

19,233�

－12,701�

－177,977�

－110,089�

－288,066�

－107,367�

－36,529�

－92,805�

－89,290�

－614,057

19 年 計 画 � 19年 実 績 � 20年 計 画 �

19年計画� 19年実績� 20年計画�

実績との差�

総収入合計�

総支出合計�

収支過不足�

11,850,878�

11,935,252�

－84,374

13,110,328�

13,312,834�

－202,506

12,494,749�

12,698,777�

－204,028

営農計画総集計表�営農計画総集計表�
平成20年�
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出題／ニコリ�

12月号クロスワードの解答�

1月号クロスワードの解答�

　12月号のクロスワードパズルと新年１
月号の８～９ページ新春企画パズルで脳
を活性化。同じく10ページのクロスワー
ドパズルを回答いただき有難うございます。
いつもよりやりがいがあったかと思います。�
第３問の数独が難しかったようで、不正
解者が結構いました。�
　新春特別企画として、どどーんと全問
正解者の中から３人に一万円の商品券をプレゼントというこ
とでしたので、２月５日、高橋組合長に厳正なる抽選を行な
っていただきました。�
　当選者は笠原よし子さん、岩井誠子さん、井口五子さんの
３人です。おめでとうございます。�
　z橋組合長より当選された３人の方、おめでとうございます。
あるる商品券を贈らせていただきますのでご活用下さい。 
　さて、日頃より組合広報誌に対して、ご意見やご感想、日々
の雑感をお寄せいただき有難うございます。広報誌で組合の
活動、組織の活動、ご家族の動きなど様々な情報を得ること
が出来ます。企画のご提案などもあれば、担当者と協議検討
していきたいと考えておりますので末永いお付き合いをお願
いいたします。�

12月号の答え『ポインセチア』�

１月号の答え『ネンガジョウ』�

新春企画パズルの解答�
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二重マスの文字を、Ａ～Ｄの順に並べて�
できる言葉は何でしょうか？�

タテノカギ�

ヨコノカギ�

読
者
の
声�

●
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
だ
や
か
な
お
正
月
で
し
た
ね
。
酪
農

す
る
に
は
苦
し
い
日
々
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
希
望
を
持
っ
て
今
年
も
頑
張
り
た

い
も
の
で
す
。
お
正
月
に
甥
、
姪
た
ち

が
集
ま
り
、
自
分
の
子
供
も
含
め
成
長

を
実
感
し
ま
し
た
。�

（
Ｐ
Ｎ
／
今
年
も
ま
だ
現
役
中
）�

　
う
ち
は
姉
２
人
。
そ
れ
ぞ
れ
２
人
と
３

人
の
子
供
が
い
て
甥
っ
子
、
姪
っ
子
が

成
長
す
る
と
「
お
年
玉
」
も
ア
ッ
プ
す

る
の
で
す
ご
く
実
感
が
わ
い
て
し
ま
う

我
が
家
。
私
に
、
ぎ
こ
ち
な
い
敬
語
で

話
し
た
り
、
話
題
も
進
路
の
こ
と
な
ど

に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
来
年

の
正
月
に
は
、
背
も
抜
か
れ
て
し
ま
う

ナ
ァ
。�

�

●
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
30
年
。
搾
乳
作
業

に
携
わ
っ
て
30
年
。
あ
と
10
年
は
い
け

る
か
な
ー
　
　(

Ｐ
Ｎ
／
三
代
目
の
嫁
）�

　
30
周
年
。
お
疲
れ
様
で
す
。
大
変
な
苦

労
を
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
こ
と
が
推

察
さ
れ
ま
す
。�

　
最
近
目
に
し
た
文
献
に
、
土
地
は
先
祖

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
と
い
う
考
え
方

は
当
た
り
前
に
で
き
る
け
れ
ど
も
、
自

分
の
「
子
孫
か
ら
の
預
か
り
も
の
」
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
子
孫
か
ら
借
り
て
い
る
と
い
う

思
想
の
も
と
で
、
良
好
な
状
態
で
農
地

を
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
農
地
の
み
な
ら
ず
地
球
規
模
で

も
こ
の
考
え
方
が
当
て
は
ま
り
、
地
球

も
子
孫
か
ら
の
預
か
り
も
の
と
い
う
観

点
で
環
境
へ
の
配
慮
を
今
の
私
た
ち
が

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

�

●
今
年
の
目
標
、
脳
ト
レ
、
筋
ト
レ
、
財

布
の
筋
ト
レ
！
老
化
は
日
々
進
化
す
る

し
、
子
供
に
お
金
か
か
る
し
…
。
今
年

も
き
び
し
い
１
年
の
は
じ
ま
り
だ
ー
！

フ
ァ
イ
ト
（
Ｐ
Ｎ
／
ボ
ス
）�

　
ボ
ス
さ
ん
、
老
化
が
進
化
っ
て
い
う
表

現
が
面
白
い
で
す
。
財
布
の
筋
ト
レ
と

は
い
っ
た
い
…
。�

●
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
活
用

品
全
て
が
値
上
が
り
し
、
頭
の
痛
い
年

明
け
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
険

し
い
道
こ
そ
達
成
感
も
味
わ
え
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
解
い

て
み
ま
し
た
錆
び
つ
い
た
脳
に
カ
ツ
！

で
す
ね
。�

（
Ｐ
Ｎ
／
も
う
す
ぐ
赤
い
ベ
ス
ト
）�

　
ま
だ
ま
だ
、
更
に
値
上
げ
に
な
る
も
の

が
出
て
く
る
い
や
な
見
通
し
で
す
。
計

画
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
修
正
し
て
い
か
な
い
と
大
変
な
こ
と

に
な
る
１
年
と
な
り
そ
う
で
す
ね
。�

　
同
封
の
回
答
用
紙
に
答
え
や
一
言
コ
メ
ン
ト
（
必
須
）
な
ど
を
記
入
の
上
、
事
務
所
備
え
付
け
の
箱
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
ご
応
募
下
さ
い
。
�

q振ってシャカシャカと音を出す楽器�
r地面が水に覆われていないところ�
y細長い食べ物�
u果物を搾った汁　ジュース�
iライオンのこと�
o――日　――切手　――事業�
!1足袋を留める金具�
!3日本や中国、韓国で使われている、２本の食器�
!4泡のこと　泡のようにはかなく消えるもののこと�
!5節がある植物　細工ものにも使われます�
!6――人　――画　――勝負�
!7血が流れています�

q「鬼は外、福は内」の掛け声とともに行います�
w家庭――　スポーツ――　広告――�
e偽札防止のため、紙幣に入れています�
r華道や茶道などでは、いくつもの――に分かれて
いるものもあります�

t何もないこと　――を切る�
iろうそくやリンゴにあるもの�
!0仕事に出掛けるとき、これを締める人も多いで
しょう�

!1うどんの味の決め手の一つ�
!2スポーツ選手が胸や背に着けたりする布�
!3いろいろな野菜がここで育ちます�
!4ウグイスが似合う花�
!5能ある――はつめを隠す�
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戦略的なサイレージの給与�
給与するサイレージの順番はどのように決めていますか？今回は、その開封順について検討してみます。�

� �

一
　
使
い
分
け
の
優
位
性�

�

　
優
劣
２
種
類
の
粗
飼
料
分
析
値
（
表

１
）
を
基
に
飼
料
設
計
し
ま
し
た
。
表

２
で
み
る
と
、
劣
質
サ
イ
レ
ー
ジ
は
飼

料
費
が
１
３
０
円
以
上
多
く
、
金
額
も

大
き
な
差
で
す
が
、
粗
飼
料
割
合
が
40

％
と
少
な
く
、
疾
病
を
起
こ
し
や
す
い

境
界
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
粗

飼
料
割
合
を
安
全
な
状
態
ま
で
給
与
す

る
と
、
栄
養
不
足
が
起
こ
り
、
生
産
が

落
ち
込
み
ま
す
。�

　
１
番
草
サ
イ
レ
ー
ジ
が
劣
質
な
時
に
は
、

良
質
な
２
番
草
サ
イ
レ
ー
ジ
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
や
疾
病
の
リ

ス
ク
を
回
避
さ
れ
ま
す
。
（
表
２
）�

�

二
　
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
を�

　
　
把
握
す
る�

�

　
品
質
の
判
断
に
は
粗
飼
料
分
析
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
開
封
前
に
デ

ー
タ
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
前

年
の
草
地
ご
と
の
分
析
値
を
用
い
る
か
、

表
３
の
よ
う
な
簡
易
評
価
を
基
に
把
握
し
、

給
与
計
画
の
判
断
材
料
と
し
ま
す
。
収

穫
時
期
や
植
生
（
マ
メ
科
率
・
雑
草
）

水
分
や
降
雨
な
ど
の
情
報
を
記
録
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
収
穫
日
や

ほ
場
番
号
を
ス
プ
レ
ー
で
記
録
し
ま
す
。�

切
断
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
写
真
１
の
様
に

貯
蔵
位
置
図
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

１
本
の
サ
イ
ロ
の
中
で
も
サ
イ
レ
ー
ジ

の
質
の
変
化
が
予
測
で
き
ま
す
。�

　
ノ
ー
ト
等
に
整
理
し
、
給
与
計
画
を

作
る
こ
と
が
有
益
で
す
。�

�

三
　
泌
乳
前
期
頭
数
と
給
与
計
画�

�

　
表
３
の
４
バ
ン
カ
ー
の
簡
易
評
価
を

基
に
、
ど
の
時
期
に
良
質
サ
イ
レ
ー
ジ

を
与
え
る
か
給
与
計
画
を
表
４
で
検
討

し
て
み
ま
す
。�

写
真
１
　
ノ
ー
ト
に
整
理
さ
れ
た
貯
蔵
位
置�

表１　飼料分析値（例）�

１番サイレージ�
�

良　質（A）�

劣　質（B）�

  差（A-B）�

２番草サイレージ（C）�

CP

分析値（乾物中％）�

13.2�

9.5�

3.7�

14.0

NEL

1.22�

1.02�

0.20�

1.20

NDF

55.8�

68.4�

-12.6�

56.7

表２　品質差における飼料費�

１番サイレージ�
�

良　質（A）�

劣　質（B）�

劣質（Ｂ）＋２番（C）�

CP

充足率（％）� 粗濃比� 飼料費� 費用比較�

100.0�

99.3�

100.0

100.0�

99.1�

100.0

NEL

48.6�

40.0�

41.2

（粗飼料％）�

647�

778�

692

（円／頭・日）�

－�

131�

45

B・C－A（円）�

設定；2産、体重612kg、乳脂率4%、乳蛋白3.2%、乳量30kg/日、分娩後60日目。�
濃厚飼料、ミネラルは同一物使用。Ｃにおいて、劣質は乾物で３kg以上利用する設定とした。�
スパルタンにて自動計算後ミネラルを充足させた。�

表３　簡易評価例�

バン�

カー�

Ａ�

Ｂ�

Ｃ�

Ｄ�

収穫時期�
�

早い（2）�

適期（1）�

適期（1）�

遅い（0）�

雑草の量�
�

多（0）�

少（1）�

少（1）�

少（1）�

収穫時の�

降雨�

無い（2）�

無い（2）�

少量（0）�

 霧  （0）�

原料草の�

水分�

やや多（0）�

普   通（2）�

普   通（2）�

   多   （0）�

�

合計点�
�

4�

8�

5�

2

貯蔵量�
�

３ヶ月分�

３ヶ月分�

３ヶ月分�

３ヶ月分�

判定�
�

並�

良�

並�

劣�

マメ科率�
�

無い（0）�

 多  （2）�

 少  （1）�

 少  （1）�
＊（   ）内は評価点�
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普及
の窓
�

根室農業改良普及センター�
北根室支所�

①
分
娩
後
３
ヶ
月
間
を
泌
乳
前
期
と
し

て
合
計
頭
数
の
多
い
時
期
を
明
ら
か

に
す
る
。�

②
こ
の
例
で
は
、
６
〜
８
月
に
泌
乳
前

期
牛
が
多
く
、
暑
熱
ス
ト
レ
ス
も
か

か
る
時
期
な
の
で
、
最
も
良
い
と
推

定
さ
れ
る
Ｂ
バ
ン
カ
ー
を
こ
の
時
期

に
給
与
。�

③
次
に
泌
乳
前
期
牛
が
多
い
３
〜
５
月

に
Ａ
か
Ｃ
バ
ン
カ
ー
を
給
与
。�

④
分
娩
頭
数
が
少
な
く
、
二
次
発
酵
の

心
配
が
少
な
い
12
〜
２
月
に
、
質
の

低
下
が
予
想
さ
れ
る
Ｄ
バ
ン
カ
ー
を

給
与
す
る
。
こ
の
時
、
良
質
な
二
番

草
が
あ
れ
ば
併
給
す
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
で
き
あ
が
っ
た
粗
飼

料
か
ら
給
与
計
画
を
立
て
る
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
泌
乳
前
期
の
牛
が
多
い
時

期
や
、
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
時

期
に
良
質
粗
飼
料
を
給
与
で
き
る
よ
う

な
収
穫
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。�

�

　
農
閑
期
は
、
将
来
の
方
向
を
含
め
、

様
々
な
経
営
戦
略
を
検
討
し
て
下
さ
い
。�

表４　月別分娩予定頭数よる泌乳前期頭数とサイレージの給与計画�

乳検データより（11～1月は分娩頭数）�

分娩頭数�

（初産）�

11月�

12月�

１月�

２月�

３月�

４月�

５月�

６月�

７月�

８月�

泌乳前期�

頭数�

サイレージ�

利用方法�

１月�

5頭�

（　1）�

3頭�

1頭�

5頭�

�

�

�

�

�

�

�

9

２月�

3頭�

（　2）�

�

1頭�

5頭�

3頭�

�

�

�

�

�

�

9

３月�

3頭�

（　0）�

�

�

5頭�

3頭�

3頭�

�

�

�

�

�

11

４月�

10頭�

（　2）�

�

�

�

  3頭�

  3頭�

10頭�

�

�

�

�

16

５月�

8頭�

（　5）�

�

�

�

�

  3頭�

10頭�

  8頭�

�

�

�

21

６月�

8頭�

（　0）�

�

�

�

�

�

10頭�

  8頭�

  8頭�

�

�

26

７月�

4頭�

（　1）�

�

�

�

�

�

�

8頭�

8頭�

4頭�

�

20

８月�

10頭�

（　2）�

�

�

�

�

�

�

�

  8頭�

  4頭�

10頭�

22

同様に分娩予定牛を３ヶ�
月間、泌乳前期として頭�
数の合計に加える�

分娩後３ヶ月間を泌乳前期として��
頭数の合計に加える�

どの時期に泌乳前期の頭数が多い�
かを検討し給与計画を検討する�

Ｄバンカー�
＋�

２番サイレージ�
�

Ｃ又はＡバンカー� Ｂバンカー�

決
議
事
項
�

１
　
役
員
選
任
実
施
事
項
の
決
定
に
つ
い
て
�

２
　
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認
に
つ
い
て
�

３
　
各
種
資
金
の
借
入
申
込
み
に
つ
い
て
�

４
　
理
事
に
対
す
る
平
成
20
年
度
営
農
計
画
書
供
給
認
定
に
つ
い

て
�

５
　
平
成
20
年
度
営
農
計
画
書
供
給
認
定
に
つ
い
て
�

６
　
平
成
19
年
度
組
合
員
の
出
資
持
分
譲
渡
及
び
出
資
減
口
に
つ

い
て
�

�報
告
事
項
�

１
　
組
合
員
の
加
入
脱
退
状
況
に
つ
い
て
�

２
　
内
部
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
�

３
　
平
成
19
年
度
12
月
末
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
稼
働
状
況
に
つ
い
て
�

４
　
平
成
19
年
度
12
月
末
農
業
・
農
村
交
流
施
設
利
用
状
況
に
つ
い
て
�

５
　
平
成
19
年
度
12
月
末
家
畜
改
良
課
人
工
授
精
状
況
に
つ
い
て
�

６
　
平
成
20
年
度
酪
農
畜
産
政
策
価
格
対
策
に
つ
い
て
�

７
　
北
海
道
酪
農
基
盤
維
持
対
策
に
つ
い
て
�

８
　
平
成
20
年
度
用
途
別
原
料
乳
価
の
交
渉
経
過
お
よ
び
今
後
の
取
り
す
す

め
に
つ
い
て
�

９
　
第
３
次
中
央
要
請
運
動
に
つ
い
て
�

10
　
平
成
20
年
１
月
〜
３
月
乳
価
関
連
対
策
に
つ
い
て
�

11
　
汚
染
乳
賠
償
責
任
保
険
加
入
に
つ
い
て
�

�

第9回  理　事　会�
開催月日　平成20年２月１日�
開催場所　農協中会議室�
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掲示板�
みんなの�

新着情報については、公式ＨＰ�

http://www.ja-nakashibetsu.or.jp�
            　に随時掲載中！�
　　　　   皆さまからの情報提供は、�

　　　272-3721
e-mail:keieikikaku@ja-nakashibetsu.or.jp
こちらへ�

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
プ
ロ
野
球
マ

ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
の
札
幌
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
が
１
月
27
日
に
行
わ
れ
た

最
終
戦
で
、
大
阪
ロ
マ
ン
ズ
を
逆

転
の
す
え
11
対
７
で
下
し
07
〜
08

年
の
覇
者
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
当
農
協
で
は
、
優
勝
の
副
賞
と

し
て
乳
製
品
詰
め
合
わ
せ
と
農
産

物
を
提
供
し
ま
し
た
。
�

　
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ

は
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
が
プ

ロ
野
球
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
行
っ
て

い
る
野
球
の
興
行
。
札
幌
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
の
ほ
か
、
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
、
福
岡
の
５
カ
所
を
本
拠
地

に
も
つ
チ
ー
ム
が
あ
り
、
今
回
、

縁
あ
っ
て
賞
品
提
供
が
実
現
、

30
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
優
勝
祝

賀
会
で
も
優
勝
副
賞
と
し
て
紹
介

さ
れ
当
農
協
製
品
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ

と
な
り
ま
し
た
。
�

�　
札
幌
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
は
主
に
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
や

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
の
北
海
道
・
東
北
地
方
出

身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク

（
札
幌
農
学
校
の
初
代
教
頭
を
務

め
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
）
の
、
同
校

離
任
に
当
た
っ
て
の
有
名
な
挨
拶

の
一
節
「
青
年
よ
大
志
を
抱
け
�

（B
oysB

e A
m
bitious

）
」
か
ら

引
用
さ
れ
、
現
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

ズ
ボ
ン
に
は
「
大
志
」
の
文
字
も
。
�

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
は
リ
ー
グ
開
設
か

ら
３
度
目
の
優
勝
で
あ
り
、
準
優

勝
も
２
回
あ
り
、
非
常
に
強
力
な

チ
ー
ム
。
す
で
に
来
期
に
つ
い
て

も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
農
協
で
は
来
シ
ー
ズ
ン
に
つ

い
て
も
同
様
な
賞
品
の
提
供
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
マ
ス
タ
ー
ズ

リ
ー
グ
と
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の
動
向

を
注
目
し
て
い
き
ま
す
。
�

������� 
町
や
農
協
が
組
織
す
る
中
標
津

町
牛
乳
消
費
拡
大
推
進
委
員
会
が

「
冬
の
牛
乳
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
と
し
て
昨
年
12
月
22
日
〜

１
月
22
日
ま
で
開
催
し
た
『
牛
乳

を
買
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
当
て
よ

う
！
』
企
画
の
厳
正
な
る
抽
選
会

が
１
月
28
日
に
町
役
場
で
行
わ
れ
、

総
勢
50
人
の
当
選
者
へ
チ
ー
ズ
フ

ォ
ン
デ
ュ
鍋
セ
ッ
ト
な
ど
の
賞
品

が
順
次
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
�

 
こ
の
取
り
組
み
は
、
学
乳
の
減

る
冬
休
み
期
間
に
牛
乳
の
消
費
拡

大
を
図
る
こ
と
を
狙
い
行
な
わ
れ

た
も
の
。
併
せ
て
消
費
拡
大
に
関

す
る
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
も
募
集

し
ま
し
た
。
９
歳
の
女
の
子
か
ら

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
は
「
大
き
な
フ

ラ
イ
パ
ン
で
ポ
テ
ト
グ
ラ
タ
ン
を

作
る
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
向
け

の
ヒ
ラ
メ
キ
や
、
「
子
供
が
喜
び

そ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
起
用
し

て
は
？
」
と
い
う
お
母
さ
ん
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
�

 
町
内
外
の
多
く
の
方
に
支
え
ら

れ
て
牛
乳
消
費
の
拡
大
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
応
募
総
数
も
前
回
よ

り
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
�

　
牛
乳
消
費
の
低
迷
を
こ
う
い
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
皆
様
の
支
援

で
打
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り

組
み
は
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
酪

農
家
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

次
年
度
も
こ
う
い
っ
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
�

�

プ
ロ
野
球�

マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
の�

優
勝
副
賞
に
当
農
協
の�

商
品
を
提
供�

土
井
監
督
の
代
行
と
し
て
采
配
を
振
る
う
�

柴
田
勲
監
督
代
行
に
賞
品
を
手
渡
す
�

ち
ょ
っ
と
遠
め
で
す
が
、
優
勝
決
定
後
�

の
集
合
写
真
�

冬
の
消
費
拡
大�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
牛
乳
を�

買
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画�

牛
乳
消
費
拡
大�

推
進
委
員
会�

1/28

当農協からは金子酪農課長が抽選�
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中
標
津
ま
る
ご
と�

給
食
の
日�

今
回
は
牛
乳
中
心
で�

地
産
地
消�

推
進
委
員
会�

2/1

自
然
の
番
人
宣
言�

不
法
投
棄
根
絶
に�

向
け
て�自

然
環
境
を
守
る�

2/1

４Ｈクラブのメンバーと酪農の話をする峰松氏（右）�

生徒と一緒に食卓を囲む。みんなモリモリ�
食べてるね�

　
中
標
津
町
地
産
地
消
推
進
委
員

会
が
学
校
給
食
で
す
す
め
る
「
中

標
津
ま
る
ご
と
給
食
」
の
３
回
目

が
町
内
の
小
中
学
校
で
２
月
１
日

に
行
わ
れ
、
地
元
の
素
材
を
つ
か

っ
た
料
理
に
子
供
た
ち
も
大
満
足

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
中
標

津
東
小
学
校
小
学
５
年
生
を
対
象

に
「
食
材
を
学
ぼ
う
〜
牛
乳
編
」

と
い
う
こ
と
で
、
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
、
峰
松
宏
樹
さ
ん
が
児

童
に
酪
農
の
こ
と
、
自
ら
の
酪
農

へ
の
想
い
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
�

�

 
「
牛
乳
は
好
き
で
す
か
ー
」
、

「
ハ
ー
イ
」
。
体
育
館
に
集
ま
っ

た
小
学
校
５
年
生
の
児
童
か
ら
元

気
よ
く
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。
「
酪

農
家
は
３
６
５
日
、
休
み
な
く
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
の
好
き
な

よ
う
に
計
画
を
立
て
て
仕
事
が
で

き
る
こ
と
が
非
常
に
や
り
が
い
が

あ
る
。
酪
農
家
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力

や
獣
医
、
農
協
、
人
工
授
精
師
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
支
援
で
、
中

標
津
で
生
産
さ
れ
る
牛
乳
が
世
界

一
と
い
っ
て
も
良
い
く
ら
い
高
い

品
質
を
持
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち

に
も
知
っ
て
欲
し
い
し
、
誇
り
を

持
っ
て
お
す
す
め
で
き
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
に
な
っ
た
」
と
、
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
て
小
学
生
に
向
け
て
話

し
た
感
想
を
か
た
り
ま
す
。
�

 
今
回
の
献
立
は
、
じ
ゃ
が
い
も

の
キ
ン
ピ
ラ
、
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
、

ミ
ル
ク
汁
と
い
っ
た
和
の
も
の
。

５
年
２
組
の
生
徒
と
一
緒
に
給
食

を
食
べ
た
峰
松
氏
は
「
み
ん
な
給

食
足
り
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
。
子

供
た
ち
も
ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
げ
ま

し
た
。
�

�������　
広
域
的
に
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨

て
の
抑
止
、
根
絶
に
努
め
よ
う
。

２
月
１
日
、
町
総
合
文
化
会
館
で

管
内
１
市
４
町
に
よ
る
「
ね
む
ろ

自
然
の
番
人
宣
言
」
調
印
式
が
行

わ
れ
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
係

り
自
然
環
境
を
守
る
と
い
う
共
通

理
念
を
盛
り
込
む
宣
言
を
採
択
、

確
認
し
ま
し
た
。
�

�　
根
室
管
内
地
域
は
世
界
自
然
遺

産
の
知
床
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
の
風
連
湖
・
春
国
岱
、
野

付
半
島
・
野
付
湾
、
北
海
道
遺
産

の
格
子
状
防
風
林
な
ど
雄
大
な
自

然
環
境
を
有
し
、
北
方
領
土
も
間

近
に
望
む
地
域
で
す
。
こ
れ
ら
は

非
常
に
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
が
大
切
に
守
り
育

ん
で
き
ま
し
た
が
、
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
行
為

が
後
を
絶
た
な
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
、
宣
言
と
し
て
は
…
。
�

①
私
た
ち
自
然
の
番
人
は
こ
の
自

然
環
境
が
根
室
管
内
の
そ
し
て
、

全
国
民
の
財
産
で
あ
る
事
を
深

く
認
識
し
、
自
ら
を
律
し
、
不

法
投
棄
、
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に

行
な
い
ま
せ
ん
。
�

②
私
た
ち
自
然
の
番
人
は
、
不
法

投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
許
さ
ず
、

発
見
し
た
場
合
に
は
勇
気
を
持

っ
て
対
処
し
ま
す
。
�

③
私
た
ち
自
然
の
番
人
は
、
美
し

い
自
然
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た

め
環
境
教
育
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。
�

④
私
た
ち
自
然
の
番
人
は
、
全
て

の
人
が
自
然
の
番
人
と
な
る
べ
く
、

広
く
こ
れ
ら
の
思
想
普
及
を
目

指
し
ま
す
。
と
い
う

宣
言
に
よ
り
、
不
法

投
棄
の
撲
滅
に
向
け

て
動
き
出
す
も
の
。
�

　
当
農
協
も
賛
同
者
と

し
て
名
を
連
ね
て
お
り

ま
す
。
�

　
●
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
�

　
　
人
を
見
つ
け
た
ら
�

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
を
見
つ
け

た
と
き
は
発
見
者
自
身
で
対
処
し

な
い
で
下
さ
い
。
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
ご
自
身
の
安
全

を
第
一
に
考
え
た
上
で
次
の
通
り

対
応
し
て
下
さ
い
。
�

①
場
所
の
確
認
�

②
投
棄
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
や
状

況
の
確
認
�

③
投
棄
者
が
現
場
に
居
る
場
合
は

特
徴
を
確
認
（
会
社
名
や
車
種
、

ナ
ン
バ
ー
な
ど
）
�

④
①
〜
③
の
内
容
を
１
１
０
番
通

報
す
る
。
�

　
中
標
津
は
７
２
の
０
１
１
０
。
�

★
②
と
③
は
可
能
で
あ
れ
ば
で
あ

り
自
身
の
身
の
安
全
第
一
で
お
願

い
し
ま
す
。
�

　
●
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
を
�

　
　
見
つ
け
た
ら
�

中
標
津
町
町
民
生
活
部
生
活
課
�

環
境
衛
生
係
７
３
の
３
１
１
１
ま
で
。
�

�

�
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ガ　レ　ッ　ト�
青年部�

Ｊ
Ａ
な
か
し
べ
つ
広
報
誌
�

２
０
０
8
年
２
月
号
�

■
発
行
／
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
■
〒
０
８
６
―
１
０
０
７
　
北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
東
７
条
南
２
丁
目
１
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
印
刷
／
雨
宮
印
刷
㈱
　
　
�

■
編
集
／
営
農
部
　
経
営
企
画
課
　
　
　
　
　
　
■
電
話
／
０
１
５
３
―
７
２
―
３
７
２
１
（
編
集
直
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
２
０
０
8
年
（
平
成
20
年
）
２
月
１
日
発
行
　
　
■
通
巻
３
9
8
号
�

2008年1月�

行事予定表�

1�
�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
�
8�
9�
10�
11�
12�
�

13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
�

22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29

(金)�

�

(土)�

(日)�

(月)�

(火)�

(水)�

(木)�

�

(金)�

(土)�

(日)�

(月)�

(火)�

�

(水)�

(木)�

(金)�

(土)�

(日)�

(月)�

(火)�

(水)�

(木)�

�

(金)�

(土)�

(日)�

(月)�

(火)�

(水)�

(木)�

(金)

①�

②�

③�

④�

　２月号の地産地消メニューはガレット。聞いたことない？という方、
私もでした。そば粉をクレープ状にしたフランス、ブルターニュ地方
の郷土料理だそうです。近年中標津町でもそばの生産が増え、２つの
工房からそば粉が販売されています。�
地もののそば粉と牛乳などで作る食事クレープとして手軽にできるの
でブランチやランチにどうぞ！�

2008年2月�

●用意する材料�
ガレット生地＝そば粉60ｇ、牛乳500cc、薄力粉20ｇ、全卵2個、塩一つまみ。�
具＝とろけるチーズや卵、チーズやベーコン、生ハムなどの畜産品、野菜類�
　　の山のもの。更に魚介食材をお好みで。�

●ガレット（６枚くらい）�

●作り方●�

①ガレット生地を全て混ぜ合わせます。クレー

プ状に焼くのでとろみを牛乳で加減します。

そして30分ほど寝かせます。�

②熱したフライパンにバターやオリーブオイル

をひき、生地を手早く投入。表面が硬くなっ

てきたらトッピング素材を入れて生地を四角

くたたみ、フライパンに蓋をします。�

③ころあいを見ながら火を止め完成。�

　さらに野菜を添えたりして、ワインなどと一

緒にいただくのがフランス風。�

　クレープというより感覚的にはピザに似てお

り、中の具材のボリュームがあるのでお腹い

っぱいに。そばアレルギーの方は無理ですが、

そば粉使用の新感覚料理として、手軽に作っ

てみてください。�

7�
8�
10�
11�
�

12�
15�
16�
17�
18�
19�
21�
22�
24�
�

26�
�

28�
�
�

29�
�

30�
�

31

(月)�

(火)�

(木)�

(金)�

�

(土)�

(火)�

(水)�

(木)�

(金)�

(土)�

(月)�

(火)�

(木)�

�

(土)�

�

(月)�

�

�

(火)�

�

(水)�

�

(木)

一般業務初め�

女性部第４回選考会�

内部審査（営農部・生産部）～11日�

営農協議、女性部打合せ、大根部会打合せ、�

第６次農業農村振興計画　酪農・肉牛部会�

第６回役員協議会、中標津乳牛改良同志会選考委員会�

ルーキーズカレッジ�

第６次農業農村振興計画　組織検討部会�

中標津町農協課税対策委員会�

女性部打合せ、青年部役員選考委員会�

職員組合根室支部旗開き�

第６次農業農村振興計画　畑作部会、青年部役員会�

女性部新年恒例会、畑対監査�

第６次地域農業振興計画酪農・肉牛部会、�

武佐同志会会議�

生産委員会（営農委員会合同）、第５回�

中標津町農協酪対役員会�

グリーンクラブ役員会、第７回中標津乳牛改良�

同志会役員会、第５回女性部役員選考委員会、�

ブロッコリー部会打合せ�

第６回営農委員会、ルーキーズカレッジ、�

第６次農業農村振興計画　畑作部会�

第７回営農委員会、中標津町和牛生産改�

良組合役員会、馬鈴薯振興会役員会�

農民連盟役員会、てん菜振興会役員会�

第９回理事会、青年部情報発信委員会、�

第６次振興計画生活担い手部会�

青年部役員選考委員会�

�

定例自治監査管理部、加工部会役員会、畑対役員会�

定例自治監査生産部、受精卵移植講習会�

定例自治監査営農部・生活店舗課、女性部三役会�

定例自治監査営農資材課、営農生産部課�

長会議、高品質てん菜づくり講習会�

乳牛改良同志会定期総会�

なかしべつ冬まつり�

なかしべつ冬まつり�

建国記念日�

全道ジュニアホルスタインクラブ定期総会、�

女性部役員会、青年部役員会、馬鈴しょ講習会�

女性部青葉会の集い、税対委員会�

女性部フレッシュミズ冬の集い、乳房炎防除研究会�

�

�

�

青年部ＩＴ交流会�

青年部ＩＴ交流会�

�

和牛女性部研修会、あらかると研修会、�

酪農畜産対策決定日�

女性部役員反省会、畑対総会�

�

�

第７回生産委員会、地区女性協役員会�

第４回管理購買委員会�

※�

※メメント・モリとは、「死を覚えよ」などと訳されるラテン語。�
　「死する存在であることを忘れるな」ということ。生きていることに感謝！�


